
( ) ( ) ( ) ( )数学Ⅱ 等式の証 明 年 組 番
とう しき しょ うめい

等式の証 明
とうし き しょ うめ い

等式 ＋ ＝ ＋ ＋ のように左辺を変形すると右辺になる式を という。( )a b a ab b2 2 22 恒等式
とうし き さ へ ん へん けい う へ ん し き こう とう しき

等式の ＝ の証 明は，次の方法がある。A B
とうし き しょ うめい つ ぎ ほう ほう

2 2 2
① を変形して にする。 － ＝ － ＋A B 2( )a b a ab b

へん けい

( ) ( ) ( )( ) ( )左辺 ＝ － ＝ － － ＝ ＝ － ＋ ＝ 右辺a b a b a b a ab b2 2 22
さ へ ん う へ ん

よって，

2 2 2 2 2 2② ＝ ＝ を示す。 ＋ ＋ ＝ ＋ ＋ －A C, B C ( )( ) ( ) ( )a b x y ax by ay bx
し め

左辺 ＝ ＋ ＋ ＝( ) ( )( )a b x y2 2 2 2
さ へ ん

右辺 ＝ ＋ ＋ － ＝( ) ( ) ( )ax by ay bx2 2
う へ ん

よって，

( ) ( ) ( )③ － ＝ を示 す。 ＋ ＋ － ＝ ＋A B 0 2a b a b a b2 2 2 2
しめ す

( ) ( ) ( ) ( ) ( )左辺 － 右辺 ＝ ＋ ＋ － － ＋a b a b a b2 2 2 22
さ へ ん う へ ん

よって，

a b c a bc b ca条件付きの等式は，代 入して文字を減らす。 ＋ ＋ ＝ のとき， － ＝ －0 2 2
じょう けん つ とうし き だいに ゅう も じ へ

＋ ＋ ＝ より ＝a b c c0

左辺 ＝( )
さ へ ん

右辺 ＝( )
う へ ん

よって，

a b c da c －2 2－
比例式は比の値を とおいて代 入する。 ＝ のとき ＝k
ひ れ い し き ひ あ たい だいに ゅう

b d a b c d＋ ＋2 2
a c

k a k c k＝ ＝ とおくと， ＝ ， ＝
b d

a b－2
左辺 ＝ ＝( )
さ へ ん

a b＋2

c d－2
右辺 ＝ ＝( )
う へ ん

c d＋2

よって，

問題 ＋ ＋ ＝ のとき， ＋ ＋ ＋ ＝－ を証 明せよ。A 0a b c a b b c c a abc( )( )( )
しょ うめい

恒等式の係数決定
こ うとう しき け いすう けっ てい

に関する式 ＋ ＋ ＝ ＋ ＋ のとき， ＝ ＝ ＝ になる。x ax bx c a x b x c a a ,b b ,c c2 2' ' ' ' ' '
かん しき

係数を比較することにより，係数を決定できる。
けい すう ひ か く けい すう け って い

問題 ＋ ＋ ＋ ＋ ＝ ＋ となるように，定数 を決定せよ。B 1 1 2 ,a x b x c x x a, b c( ) ( )2 2
て いすう けっ てい

a x b x c a x x b c( ) ( ) ( ) ( )＋ ＋ ＋ ＋ ＝ ＋ ＋1 12 2

( ) ( )＝ ＋ ＋x x2

[ ] 1 , [ ] 2 , [ ] 0係数を比較して ＝ ＝ 定数 ＝x x2
けい すう ひ か く ていす う

したがって， ＝ ＝ ＝a b c, ,

についての恒等式は， の値 にかかわらず成立しているので，代 入して調べる。x x
こう とうし き あ たい せ いりつ だ いにゅ う しら

， 。問題 ＋ － ＋ ＋ ＋ － ＝ ＋ ＋ のとき 定数 を決定せよC 1 1 1 1 4 3 ,a x x bx x cx x x x a, b c( )( ) ( ) ( ) 2
てい すう けって い

＝ のときx 0

＝ のときx 1

＝－ のときx 1

したがって， ＝ ＝ ＝a b c, ,

応用問題 に関する等式が の値 に関係なく成立するように の 値を求めよ。D , ,x y k x y
か ん とうし き あたい かんけ い せい りつ あた い

2 1 1 3( ) ( )k x k y k＋ ＋ － ＋ ＝－ ＋

について整理するとk
せ い り


